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第 6回宝塚市総合計画審議会 第 2部会 

 

日時：令和 2年(2020年)9月 7日(月) 18:30～20:30 

場所：宝塚市立中央公民館 203、204学習室 

 

１ 開 会  出席委員 ※敬称略、順不同 

濱田（恵）委員、久委員、藤井（達）委員、藤本委員、飯室委員、温井委員、山村委員、

今住委員、喜多河委員、久保委員、粂田委員、矢野委員、龍見委員  欠席委員の確認 ：なし  傍聴希望者の確認：１名 

 

部会長    ということですので始めたいと思います。よろしくお願いします。それでは
委員の出欠状況につきまして事務局から報告いただきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

事務局    本日、欠席委員はおられません。龍見委員がリモートで参加させていただい
ておりますのでよろしくお願いいたします。少し、ちょっと声が龍見委員、聞

き取りにくいかもしれませんので、少し大きめに発言いただければありがた

く思います。よろしくお願いいたします。それから本日も室長級職員がいてお

りまして、途中でまたちょっと入れ替わることもありますけども、よろしくお

願いいたします。以上です。 

部会長    ありがとうございます。今日は龍見さんだけがリモートになっているので、
こういうときなかなか振るのが難しいので、また随時発言していただいて、最

後に一言何かいただけるとありがたいので、最後振らせていただくかもしれ

ませんので、よろしくお願いします。 

それでは先週に引き続きまして、基本計画【各論】（素案）の続きの議論を

こすっていただきたいと思います。前回と同じような要領でまずは担当の方

からご説明いただいたあと意見交換をさせていただければというふうに思い

ます。 

では今日はまずはページで言いますと 47 ページの「環境保全」、それから

その次の「循環型社会」、そして「都市美化・環境衛生」、この３つのところを

ひとくくりでお話をさせていただきたいと思いますので、まずは担当者のほ

うから説明いただければと思います。よろしくお願いします。 
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２ 議事 

議題１ 基本計画【各論】（素案）について 

市職員    （資料説明） 

部会長    ありがとうございます。それでは委員の皆さまから何かご質問、ご意見ござ
いますでしょうか、いかがでしょうか。 

委員     事前の意見聴取、意見書でちょっと書いたつもりだったんですけども、３番、
「環境保全」のところで、環境省の COOL CHOICEっていう展開がありまし

たね。あれが非常に分かりやすい、学校現場でもいろんな教え方をなさってい

る取組もありまして、それがまったく、それがここには書かれていないってい

うのか、なんて言うのか、見つからないのか、よく分かりませんけれども。 

うちのエフエム宝塚では COOL CHOICEのキャンペーンをやってまして、

結構ちゃんと反応もありますので、全世代的に、かなり賢い選択をしていると

思うので、獲得はいくらでもあるような気がするんで、文言的になんか抵抗あ

るのかないのかよく分かりませんけれども、みんなに分かりやすい言葉でど

こかになんらかの形で盛り込まれたほうがもっとコミュニティ、広がるんじ

ゃないかなという感じですね。 

市職員    その点については４点目で環境に対して関心や理解を持ってもらうためと
いうような形で、COOL CHOICEっていう言葉はちょっと書いてはいないん

ですけども、そういったことでイベントとかそういうのを通じて進めていき

たいなというふうには考えております。決して COOL CHOICEを省いている

わけではないんですけども。その辺をご理解いただければありがたいと思い

ます。以上です。 

部会長    ちょっとそれに関連する話なんですけど、今日のご説明を聞いていると、非
常にアピール力があるなと思ったんですね。で、文章を読んでると逆に別に宝

塚じゃなくてもいいんじゃないのっていう普遍的なイメージになるんですね。

それは３番も４番も５番もそうなんですけど、もう少し、例えばめざすまちの

姿とか、あるいは施策、さらには現状と課題で触れていただいてもいいんです

けど、もう一歩、宝塚市らしさみたいなものが、宝塚の特徴っていうのを、今

日はお２人のご説明なんかに随所にあったんですよ。宝塚はこうだから、宝塚

はこういう特徴がある。 

そういうものをもう少しいろんなところに随所に出していただいた記述の

ほうが、市民側から読んでいても、やはり伊丹とは違う、西宮とは違うってい

うようなイメージが出せたのかなというふうに思うので、材料的にはいいん

ですけど、書きぶりでもう少し宝塚らしさ、あるいは宝塚の環境づくりとして

なんか PR したい文言というのがぴったりと入っておいたほうがいいのかな

というふうには思ったんですけども、その辺り工夫していただくとよりアピ
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ール力が付いてくるんじゃないかなということを思いました。 

だから先ほど委員がおっしゃったような COOL CHOICE のほうがひょっ

とするとアピールするのであれば、そういうような言葉を使うとかというよ

うな、ちょっと言葉の選択だけなのかもしれませんけれど、少しご検討いただ

いたほうがより分かりやすくなるんじゃないかなというような思いがありま

す。どうぞ。 

委員     今の件に関して、COOL CHOICEに関しては、前回いただいた審議会から

の質問、意見と対応っていう中で、前回論じたところは結構丁寧に説明がある

んですけど、COOL CHOICEという用語をどこまで、使用するのがいいので

はないですかという意見に対して、内容としては「COOL CHOICE を掲げ、

省エネ意識を啓発し省エネを進めます」って書いてあって、なんで原案どおり

なの。この意見をなんで取り上げないの、っていうのが書いてないんですよね。  だからそれは結構、これから以降、説明のところでそういうところが出てく
るんですね。前回説明したのはご主張の趣旨は含まれていますとか、同じこと

はこっちで言っていますのでここでは原案どおりにしますって採用しないっ

ていう理由が書いてあるんですけど、ここではなんか、説明のほうが、行政の

受け止め方も進めますから、進めますからっていうことで、それだけになって

いる。なんで原案どおりっていう理由がないのが今の論議になってしまうの

で、ちょっとこれの作り方が丁寧さが欠けるなっていうのが今の１点、テーマ。  それと私の意見としては、このページでは、文章としてはこれでいいなと、
特に変えろっていうのはないんですけど、施策の（２）の「多様な生物が存在

する豊かな自然環境の保全」の中で、３つ目の丸の「特定外来生物に関する情

報提供、適正な駆除を行います」と。ここら辺、私、意見を出したんだけど、

私の意見についての返事がまったくここに記載されていないのね。  で、私が言ったのは「適正な駆除を行います」っていうのは、ちょっと話を
なんで思ったのかというと、オオキンケイギクっていう特定外来生物、植物が

あります。これが駆除対象なんですけど、宝塚もこれは全国的に法律で育てて

も移動しても、売っても買ってもいけないんだよね。庭で育ててもいけないの

ね。  で、発生したらどうするかっていったら駆除するんですけど、ほかの資料は、
いろんな市がありますけど、その原則は駄目だよって言っておいて、さらに個

人が処理する場合には必ず乾燥してから燃やすごみで出してくださいとか、

そうやって個人も気が付いたら庭の処理はしていいってなっているんですよ。

宝塚はそういう手続きはなんにも書いてないんです。  それで私のところ、これは自治会で取り組んでるんですけど、最初に自治会
で取り組んで、これ処理します、言ったら環境部は駄目だって言われて、環境
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部から。動かしちゃ駄目なんだから。いやいや、じゃあどうするの。取りにき

てくれるの。 って言ったら取りにこないわけですよ。いや、ほかの市ではこ
うしているよっていうことを言って、結局は公園河川課と話し合って、袋に入

れるから焼却処理はそっちで頼むねっていって、公園河川課がやってくれる

ことになって、公園河川課がやってくれますよって環境部に言ったら、それな

らよろしいでしょうって言われて。 

要するに僕が言いたいのは、「適正な駆除」っていうのは市に方針がないと

いうところ。これもう何年も前から言っているんですけど、そういう各論のと

ころで適正な駆除を行いますって一言書いてあるけど、行ってないんですよ。

そういうのをここに書いてあることには反対しません、適正な駆除を行って

ほしいので。これから下にある取組とか方針とか、そこがちょっと肉付けが甘

いんじゃないか、きちんとしてほしい。ほかの市ではやっている。市民は自分

の家にオオキンケイギクが生えてきたら触っちゃ駄目だって言われて、じゃ

あ市役所が取りにってやったら、それはできないって、じゃあどうするのって。

法律の運用がおかしいというのと、それが１点です。 

それからこの（２）です。アンダーラインが２つ、２カ所引いてますけど、

これは１本線は委員の提案の部分でしたよね。これは誰が言ったのっていう

のと、こっち側にこれについては説明がないんですね、まずここが。非常にな

んの意見が出てここに入れたのかっていうのもない。ちょっとそこら辺。この

（２）ではその２点をちょっとご意見、質問として。 

部会長    すぐ分かれば教えていただければと思いますけれども。資料の４の一部反
映というところのどこかでしょうね。 

市職員    すいません。まずオオキンケイギクの件なんですけれども、ここはちょっと
私の認識が誤っているのかちょっと分かりませんが、確かに委員さん言われ

たとおりで、ホームページ等に何も記載していないのは間違いないです。われ

われとしては「適正な駆除を行います」っていうのは市民の皆さんと一緒にな

ってオオキンケイギクの駆除はやっているのはやっておりますので進めてま

いりたいという意味合いで書かせてもらっております、そこは。  で、「生物多様性の保全の意識の向上を図ります」の、そこの文言なんです
けど、これは前にちょっといろいろ委員さんからの表現のところで分かりに

くい表現も多々あるというふうなことを聞いておりましたので、そこで変え

させていただいた形だと理解しております。 

委員     私が提案したところの返事がいただけてないのは、「適切な駆除を行います」
っていう、逆瀬川のところで１回、毎年やっているんですね。住民と一緒に。

それは写真を撮ってホームページに出しているんですよ、市と住民がやって

る。私のところも市と住民がやっているんだけど、私のところは裏技でやって
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て向こうはホームページで出してる。取り扱いがちゃんとできてない。だから

私が提案したのは「駆除体制を整える」というような言葉を入れてほしいと提

案したんですけど。駆除を行いますって誰がするのってなるから。体制ができ

てない。そういう「駆除体制を整える」っていうのを追加する必要があります

って提案したけど、それについて触れられてない。 

委員     いいですか。 

部会長    はい、どうぞ。 

委員     特定外来種については適正な駆除はできへんのですよ、現実問題として。で、
今もオオキンケイギクばっかり話題になってますけど、河川にはオオカワヂ

シャとかそんなんとかいろいろいてるし、もうそんなんまったくほったらか

しです。だけど例えばケシでもそうですよね。ケシでもそこら咲いとっても、

なかなか駆除してもらえない。いわゆるやばいケシですね。名前ちょっと忘れ

ましたけど。  それからこれ、ええ格好言い過ぎかなっていう気が僕するんですよね。じゃ
から、例えば、どうなんやろな、今おっしゃったように協働の形で駆除に努め

ますとか、そういうような形にしたほうが、僕は一緒に考えていこうぜってい

う。特定外来種法という非常に大きな壁はあって、勝手に持ったれとかそんな

んあるけれども、そこを運べるようになったっていうのが１つの、この５年ほ

どの成果ですよね。やったと思うんですけど、そこで一緒になってこれをなん

とかしていこうという動きのほうの形に変えていくほうが、僕はベターじゃ

ないかなと思うんですけどね。 

部会長    また文章のところは考えていただきたいと思うんですけども、先ほどの委
員のお話を聞いていると、情報提供の次に、例えば「協働の体制づくりなどを

行い駆除を進めます」、ぐらいの話だったらなんとかできる。 

委員     僕らも小学校３年生の子どもの環境教育のときに一番最初に大きく写真出
して、これきれいなお花でしょうっていって、これ持って帰ったら捕まります

っていう。まず最初に、去年、おととしかな。小学校行ったときにぱっと校長

室入ったら、校長室に飾ってあったんですよ。それで中学校行っても中学校に

オオカワヂシャが溝にぶわーっと生えていると。それをまず知らないってい

うことが当たり前のことなんですけど、それほど認知度が低い。 

で、あまりにもオオキンケイギクなんてきれい過ぎますからね。だから育て

たい。もともと観賞用にもやったり、のり面の保護にも持ってきたものなんで

すけども、それをなかなか駆除っていうのは本当に難しいと、正直言うと思う

んですよ。何が悪いねんと。それで触ったらあかんっていうけどただそれがは

びこり過ぎたらもうやっぱりどうしようもないっていうのはありますけど。

それをやろうとしている人がいてるんだったら、市と一緒になって、いや、こ
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れはあきませんよとか、協力しませんよ、あんたら勝手にやってくださいよっ

ていうんじゃなくて、なんらかの援助はしますよっていう形に持っていくと

いうのが筋ちゃうかなと思うんですけどね。駆除はしないんだから、絶対に。 

委員     オオキンケイギクほかにもいっぱいありますけどね。なんか宝塚市も結構、
象徴的な、目立つからですかね。 

委員     自然保護協会と、あの辺が一緒になって一生懸命やろうとしているから。 

委員     これはほかの市見ても個人がやっても、個人で片付ける手順も書いてある
わけですよ、団体だけじゃなくて。市民がやってください。でないと行政は人

の家の庭まで手が届かないから。そういう仕組みが宝塚市にはなんでないん

だろうって。だからそこら辺を。 

委員     だから駆除しますって言うねやったら。 

委員     先生におまとめいただいたような文言を入れていただければ、たぶん具体
的な論議の中に、計画の中とかに生かしてもらえるんじゃないかと思います

けど。 

委員     逆に駆除せえであれば、駆除してくださいっていう話になってくると思う
ので。そんなんなんぼやっても無理ですわ。悪いけど、言うたら。 

委員     でもうちで中山台ニュータウンで。 

委員     きれいですね。 

委員     ぼっと固まりがあって、それはもう早めにせないかんって自治会で取り組
んだらなくなっていきますよ。山手台のほうにはいっぱいありますよ。あれは

山手台だから、向こうの自治体の話で僕らは取組ませんけど。 

委員     頑張ってそこもやってはる。 

委員     やればなんとかなるんですよ。 

部会長    その辺りまた文言を少し工夫していただければと思います。ほかいかがで
すか。 

委員     「環境保全」の、環境、（４）の環境教育・学習の推進というところで、環
境教育っていうのは本当に大事なことだと思うし、子どもたちにそういった

こと、未来の宝塚を担う世代にそういったことを伝えていくっていうことは

とても大事なことではないかなと私は思っています。で、よくあるのが、環境

教育を推進しますと。で、市の環境フォーラムか何かに子どもが発表しますと

いうような形で。  やってることについては子どもが環境教育にすすんで参加をしているとい
うような形を取っているんですけども、でも実際は学校現場にどうやって下

りてるかというと、もう輪番で下りてくるんですよね。この年はどこの学校、

みたいな感じ。になってくると、子どもの実態とかそのときの様子とかで、輪

番で回ってくると非常にしんどいというか、環境教育をしないということで
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はなくて、やらなければいけないからだと。環境教育をしたいという人ももち

ろんいるけども、せねばならないからやるというような、かえって押し付けと

いうかマイナスというか、いうことがあったりするので、環境教育推進するの

であれば、ちょっと学校現場に合うような形というか、市でこうやるからこう

してくださいというような形ではなくて、お互いに学校の負担にならないと

いうか、やりたいところが、取り組みたいところが取り組むというような形で

負担にならないような推進の仕方をお願いしたいなと思います。 

部会長    具体的にどう進めていっていただけるかというところのレベルだと思いま
すので、そこはまた次のステップかと思います。 

委員     すいません、４の「循環型社会」のところなんですが、そこの施策を見ると、
ごみの問題に終始しているような書きぶりが多いんですが、ここにも３Ｒと

書いてありますように、例えば医療とか食品のリサイクルショップとかレス

トラン、例えばイベントとか、そういうようなことも、少なくとも循環型社会

という形であれば、ごみの問題以外の問題もかなりあるのではないか、という

ところで宝塚というものを意識するとなれば、結構民度の高い、そういう人が

いろんなそういうものに参加しているという。現にイベントもいろいろある

と思う。そういうことも少し施策のところに書き入れたほうが、循環型社会の

もうちょっと、意味合いが広いようなイメージというか言葉の重みがあると

思いますので、そこら辺のところはちょっと気になるところなんですがいか

がでしょうか。 

市職員    この４番の「循環型社会」は特にごみを中心に書かせていただきました。３
Ｒの中で今おっしゃっていただいたようなことを、この下の、分野別計画には

なるんですけれども、一般廃棄物処理基本計画の中で、３Ｒだけではなくて、

どうしてごみの減量化、啓発をしていくかの中には、食品ロスであるとか、お

店で小盛りを作ってくださいとか持ち帰ってくださいとかっていう啓発もし

ていきましょうっていうのは、ちょっと下の計画の中では具体的にそういう

ところも触れてやらせてはもらってますので、総計の中では、大きな３Ｒだけ

がぼんと出てくるような形にはなってるんですけども、そういう立て付けに

はさせていただいているのかなというような思いではいてます。 

委員     金曜にもその議論がありましてね。総合計画に書いてないものは、分野のと
ころに細かくあるんやったら、総合計画は本来なんなのかという問題がある

ので、せめて、少なくともリサイクルだったらリサイクルに差があるという言

葉で。もうちょっとその辺の書きぶりがあるんではないかな。そうしないと、

ちょっと循環型社会という現在の循環型社会という意味合いと、イコールご

みというのはちょっと問題があるんではないかという視点なんです。 

部会長    従来型っていうと怒られますけど、古紙の回収とか空き缶の回収とか、そう
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いうのがリサイクルっていうっていうようなイメージでやってたんですけど

も、今はたぶん、特に若い方々っていうのは当たり前のようにリサイクルショ

ップ利用されてますよね。いわゆるシェアですよね。というような感覚で、自

分は循環型社会を意識しないけれど、実はやっている行動は循環型社会をさ

れてるっていうことがどんどん増えてきてますよね。  そういうふうなあんまりリサイクルとかって言わずとも、何か当たり前の
行動の中で循環型社会に持っていけるような、そんな仕組み、仕掛けっていう

のがこれからどんどん必要じゃないでしょうかっていうご提案だと思うんで

すね。 

市職員    よく分かりました。代表的にはメルカリじゃないですけど、要らなくなった
ものをネット上に上げるとすぐに誰か買い付けるっていう形で、そういう社

会がどんどんできつつあるっていうのも事実です。ただ、そうはいえ、なかな

かわれわれリサイクルっていうものの中、ごみをやってるとリサイクルして

るから使ってもいい、端的に言うと牛乳パックであるとかペットボトルが代

表例やと僕は思ってるんですけど、リサイクルできるから作っていいんだ、で

は僕は駄目やと思ってるんです。そうではなくて使わない、ごみに出さない、

そういうふうな、どっちかっていうと２Ｒですよね、のほうにほんまは重きを

置くべきかなっていうふうにちょっと考えてまして。あまりリサイクルを表

に出すと、免罪符みたいな形でごみ、結果的にはあまり減らないっていうよう

な形があるのであまり書いてないっていうところもあるんですけれども。 

部会長    実は今、東大阪の環境基本計画見直してる、私も入らせてもらってるんです
けど、東大阪も２Ｒにしてるんです。３Ｒじゃなくて。 

市職員    本当は２Ｒって書きたいぐらいだったんですけど。 

部会長    そこら辺が、３Ｒじゃないよ、２Ｒだよっていうんだったらもう２Ｒにして
しまうとか、そういう思い切りみたいなものが必要だし、それから委員がおっ

しゃる話っていうのは、まだまだそこまで意識が高まっていない人たちに根

付かせるためには、あまりリサイクルとか環境とか言わないような形で、意識

せずとも何か協力していただけるような体制づくりっていうのもあるんじゃ

ないですかっていう話やと思うんですね。  それはやっぱり入り口としては非常に重要で、そこからより意識を高めて
もらうような、そういう戦略みたいなものも必要かなと思いますし、それから

いわゆるアップサイクルという言い方がありますよね。よりいいものをつく

っていこう。１つ具体的に言うと、タイヤの廃チューブからかばん作ってる

SEALっていう、もうブランドになってますよね。ああいうような形の、ちょ

っとおしゃれな環境配慮みたいなものも、もっともっとあったほうがいいし、

それがたぶんおしゃれな宝塚ということにも関係していくんじゃないかなと
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いうふうには、私も思うんですけどね。そこも宝塚らしい新たな仕組みづくり

みたいなものでもっとアピールできる点があれば、文章としてもなんかアピ

ールできないかなというふうに思いますけど。 

委員     先ほどのご意見、私も賛成なんですけど、まちづくり基本条例で５つのまち
づくりの基本理念をつくっていくっていう。その基本理念にのっとって総合

計画を作るとなってるんですね。各分野ごとの計画については総合計画に則

して策定するものとすると。今ご提案になったような部分が、分野ごとの計画

の中に入ってあって、かなりエリアとして重要なところであれば、なんか環境

基本計画に入れる理由としても、総合計画に一文、総括的に大事なことだよっ

て入っていることが重要であって、ここに入ってないのがなんで分野別計画

の中でね、ごみだけでほかないのかっていったら、いや、ある。あるっていう

んだったらここにも入れておいたほうが私はいいと思います。総合計画と分

野別計画と、まちづくり基本条例の関係からしてもそのほうがすっきりする

と私は思っていますけども。検討いただければ。 

部会長    ちょっと語弊ある言い方かもしれませんけど、特に施策の丸のところがさ
らっと書き過ぎてるんですよね。もう少し何かの説明であったり、目標みたい

なものが修飾語とか修飾詞としてあったらアピールできる点もあるんじゃな

いでしょうかっていうことのご意見かと思います。ちょっと付け加えていた

だくか、文言変えていただくだけで、同じ内容以外でもかなり見栄えが違って

くるんじゃないかなっていう。 

市職員    ちょっと書きぶりとかその辺をもうちょっと。ただの３Ｒだけじゃなくて、
もうちょっと内容を少し入れたような形で。 

部会長    何々などとか、何々のようなとか。ちょっとその辺りの説明文を入れていた
だくだけでもかなりイメージとしては。 

市職員    分かりました。 

部会長    ほかいかがでしょう。はい、どうぞ。 

委員     また元に戻るんですけれども、３番の「環境保全」のめざすまちの姿のとこ
ろの後半、ちょぼ１の後半の「人の営みと自然がつながっている」というのが

めざすまちの姿というふうに書いてあるんですけれども、人の営みと自然が

つながっているというようなイメージを持つような項目がまったくないよう

な、僕は気がするんですけれども。  それと関連してなんですけども、２番目の、現状と課題の２番目の「生物多
様性の実態を把握するために基礎調査を実施していますが、多くの時間が必

要となります」と書いてあるんですけど、これ、10 年後を見据えたものであ

るのにこういうことを言っていていいのかどうかというのが。現実はそうだ

と思うんです。だと思うんです。それが１つ。 
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 それからそれと関連して指標として挙げられているところ、２番目の２つ
目ですね。「『豊かな自然環境が保全されていると思う』と回答した市民の割合」

というのやったらこういう、感覚的には漠然としたもので指標をつくってい

いのかというのは僕思うんです。例えば今それを、実態を把握するために基礎

調査を実施して、で、レッドデータブックの書き直しもされるんですよね、お

そらく。  そしたら、通常なら、何年ごとの見直しを考えてはるのか僕は詳しいことは
知りませんけれども、指数の数でやるとか、レッドデータの、宝塚Ａランク、

Ｂランク、Ｃランクですかね。そのＡランクの数を減らすとか。そういうふう

な形の、見える数字的なもので指標をつくるべきではないかなと思うんです

けど。立派なレッドデータブックつくってはると思うので、宝塚市は。 

部会長    もう少し直接的な指標が取れるんではないでしょうかっていうことやった
と思いますので。手間も掛からず頻繁に取れるような指標がもし挙げていた

だけるのであればちょっと挙げていただければと。 

委員     それともう１点あるからね。一番最初の人の営みと自然がつながっている
というのは、僕は前の総論のときにもお話ししたんですけれども、水田生態系

というのが田んぼと人とのつながりみたいなところが僕は非常に重要やと思

うんだ。人とのつながりやねんけども、山と田んぼとのつながりであったりと

か、その辺で維持されている生態系っていうのは非常に脆弱なものなので、そ

れをどう守るかみたいなところが最終的な多様性の保護につながるんじゃな

いかなと僕は思うんですけど、そこら辺はなんとかどこかに入れてほしいな

と思うんですけれどもね。 

部会長    いわゆるかつての私たちの暮らしというのは生活の営みが知らず知らずの
うちに環境の保全、生物多様性の保全にもつながっていたはずなんですね。そ

こが私たちの暮らしと自然を守るっていうことが切れちゃった、それがもう

一度なんらかの形で私たちの暮らしと環境保全というのがつながらないやろ

うか、という思いでここは人の営みと自然がつながっているということがあ

ると思うんですね。だとすると、例えばですけども４番のところが教育とか活

動に特化しているんだけれども、ここに環境を配慮した暮らしづくりみたい

な話が入ってきて、タイトルも少し、人材だけではなくて暮らしづくりみたい

なものが入ってくれば、さっきの委員のお話というのは、ここで受けられるん

じゃないかなという気もするんですけど。 

委員     水田生態系というものの認知度が非常に低いんですよ。で、田んぼなんて乾
田化して効率良く、他のところも出ますけれども、集約化とかそんなんで。出

ますけど、そやけどそれを田んぼ、じゅくじゅくの田んぼも含めてですけれど

も、それをなくすことによって失われている生き物っていうのはむちゃくち
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ゃ多いと思う。それをなんとか目に見える形に出すっていうのが僕は重要ち

ゃうかなと思うんですね。難しいですけれどもね。 

市職員    なかなか生活されている方がいらっしゃるし、田畑されている方がいらっ
しゃるので今おっしゃっている意味はよく分かるんですけれども、なかなか

そこは難しいかなと思うんですね。特に現場で対応していく段階でいったら、

側溝つくったりとか、コンクリートの側溝つくってしまいがちになってしま

うんで、どうしても今言われている分だと、昔の土盛りのような側溝をつくっ

ていかないとできないような形になってくるんで。 

委員     それは僕、当事者なんですよ。当事者で、うちの村が玉瀬地区で、去年の夏
で事業終わったんですね。結局、国なりの指針の中では生物多様性に配慮した

圃場づくりという項目があるにもかかわらず、利便性だけを追ってしまって、

結局、村なりの意見によって押し切られてしまうっていうのが常のことなん

で、それはやっぱりもう行政のほうが、これは絶対やらなあかんでとか、ここ

は絶対守らなあかんでというふうな形で、今度は逆に上からいけへんかった

ら、これは補助金 97.3％ですか、97.2％か知りませんけど、税金をつぎ込んで

るねんから、僕はおかしいちゃんかなと思うのよ。逆に残っているところに今

度は援助していくという形でも。うちの田んぼの援助にもなりますけど。 

委員     委員がおっしゃるとおりだと思うので、そういうのを、例えば環境基本計画
の中で論議できるように、総合計画の書きぶりはね。さっき先生がおっしゃっ

たような人との関わり方が、関わりがすごく減ってきてるというのを課題と

して取り上げていくというような、そういうのが、これは総合計画の部分に入

っていれば、やるとかやらんとかは別にしても、それをもとに基本計画の中で

論議ができますよということだから、やっぱりちょっと簡単すぎるって最初

おっしゃったところが。そういう厚みを持ったら、基本計画を論議するときに

楽じゃないですかね。総合計画にこれを引いてきてるという。 

委員     ただ、その視点を持つ人がおるかおらへんかというのが非常に大きい。 

市職員    環境基本計画の中には今言うたように、三面張りっていうのが、県なんかも
三面張りした河川を戻していこうという形で、土に戻したりという活動もし

てます。そういう中では、環境基本計画の中でその辺もうたってるんですが、

今言いましたように経済の関係、それから地域の関係があって、環境のサイド

からこうしてほしい、再生エネルギーの話でもそうなんですけども、もっと太

陽光を載せてほしいとか、二重、三重サッシにしてほしいとか、外断熱してほ

しいとか、口いっぱい言うんですが、なかなかそれにはお金が付いてくる話に

なってきて、最終的になかなかそのうちの何本も通らないというのが実態な

ので、われわれとしては口いっぱい言うていこうという努力はこれからもし

ていこうとは思いますけども、環境基本計画の中では、今言いましたような水
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田生態系というような形ではないんだけども、水との関係というのは十分書

かせていただいているかなとは思います。 

部会長    もう少し、それぞれのつながりですよね。ここに、各論になってくるからと
いうところもあって、１つ１つが個別に見えちゃうんですね。先ほどの委員の

お話っていうのは、それをなんとかつながないと環境とか生態系というのは

駄目なんじゃないですかと。そうすると、何かどこかにつながりみたいなもの

を意識して書ければ頭に入ってくるんじゃないかなと思うんですよね。どう

してもパーツ、パーツに見えちゃうんです。それは私からしてもね。だからネ

ットワークとかつながりみたいな話がどっかで一文でもあったらかなり印象

は違うのかなと思いますね。 

さらに言うと、「協働」という言葉も随所でやっぱり欲しいなという気はし

ます。それぞれの項の中に１つは必ず「協働」っていう言葉が入ってもいいぐ

らいのことかなと思うんですよね。環境は特に市民の協力がないと進まない。 

市職員    言い方は悪いですけど、市だけでやっても何も成果にはならないとは思う。 
委員     だいたい二の次、三の次になりますよね。市民にしたら。 

部会長    はい。ちょっと具体的な話に入ってしまうかもしれませんが、委員が先ほど
からおっしゃっていらっしゃる話とも関係するんですけど、例えば徳島県の

上勝町の、いろんな形で環境配慮で、世界中から取材が入っていますよね。一

番有名なのはゼロ・ウェイストっていって、ごみの収集しないっていうことで、

リサイクル率が 80％を超えてますからね。それを町民がみんなで協力してや

ってるということと、それからさっきの圃場整備で言うと、一番は八重地とい

う集落があるんですけども、そこは土地改良事業が始まりかけたんですけど、

ある方がちょっと待てと。ここが、棚田がなくなったらなんのメリットがあん

ねんっていう話で、その設計図、変えちゃったんですね。 

土地改良はしたんですけど、もともとの棚田ではなくなっちゃったんです

けど、でもそれでも何か配慮しながらの設計に変えたことによって、今、上勝

町が PRする写真、みんなその八重地の棚田の写真になってるんですね。そう

やって、結局環境配慮が売り物になって、金にもなって、観光にも使えるって

いうような話が、うまく産業と観光と、そして環境保全がつながっていけば、

いろいろ新しいストーリーが書けるん違うかなというふうに思ってますので、

そこら辺がそれぞれの各論でぶつ切れになってしまうと、なかなか難しいな

というところもあって、そこ、環境サイドも本当はやりたいはずなので、何か

それをほかの部署に、あるいは市民の方にアピールできるような書きぶりが

１つでも２つでも補強できたらいいんじゃないでしょうか。はい、ほかいかが

でしょうか。はい。 

委員     ５番目の都市美化に関係してくるんですけど、宝塚を美しくする市民運動
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の参加人数というのが、例えば令和１年だと６万 6,321人となってますけど、

これは何をカウントしてこの数字になったんですか。 

市職員    自治会の参加されてるメンバーの数を。 

委員     自治会の会員数ですか。 

市職員    はい。そこで、この自治会が参加されたという統計をしています。 

委員     自治会でも、ほら、参加する人としない人はいるし。 

市職員    それを言われると。 

委員     いやいや、僕が言いたいのは、そういうことであれば、組織人数ですよね、
これは。参加人数じゃなくて。 

市職員    そうですね。 

委員     だから組織人数は自治会の加入率低下に伴いって、そういう意味だとした
ら、あまり実際に何人かが出たかっていうポイントだと、非会員でも会員でも、

みんな、参加した市民はこれだけいますよで、それはカウントしにくいじゃな

いですか。それで、成果の指標のところにも参加者数というのが、これをアッ

プさせるという、これは現状と課題から言うと、自治会が組織率を上げない限

り多くならんということになっちゃいますから。だから指数をやっぱり、例え

ば参加者数じゃなくて参加団体数とかなんかね。人数だと、たぶん指標になら

ないんじゃないかと私は思うんですね。 

市職員    ありがとうございます。 

部会長    ちょっと意味をミスリーディングしてしまう。違う方向に持っていっちゃ
うので、ここの辺りは先ほどご指摘いただいた内容で再検討いただけると。 

市職員    はい、分かりました。 

委員     ５番のところで、「環境衛生の維持」、（２）のところで、ペットということ
で、先ほど猫とか犬とかという話なんですけども、例えばペットではない、う

ちにいっぱい発生してるアライグマであったり、スズメバチのハチっていう、

いわゆる敵というか、なんて言うんですか、害獣ですかね。その駆除という部

分のことも、中にはここに入れておいていただけるほうがいいのかなという

ふうには思うんですが、あまりにも各論すぎて書きにくいという。結構やっぱ

り空き家の多い自治会というか、わりと空き家にアライグマすみ着きますよ

ね。穴開けて。で、繁殖率が高いので、いっとき 10匹ぐらい出てきはったん

です。わなをかけてすると。  やっぱりその部分でマンションとかの裏山とかにいっぱい出てきたりして、
アライグマ賢いですからなかなか捕まってくらはれへんということもありま

すので、やっぱりそういう、ちょっとアライグマのふんというのがめちゃくち

ゃ臭くて、どっちかというとシカのふんみたいにころころなんですよね。それ

を子どもたちがちょっと間違えて食べたりすると、一番猛毒、猛毒というたら
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あれですけども、なので、やっぱりちょっとその辺の、環境がいい分、そうい

うアライグマとかの繁殖率が高い。  で、スズメバチもうちにもいっぱいいて、環境の人に電話したら、今回はそ
れはもう終わった巣ですって言われて、そのまま放置しといてくださいって

言われたんですけども、そうしたらまた後ろに隠れて巣作ってはりましたわ。

で、また、だから言おうと思ってるんですが、結構スズメバチの被害という部

分もやっぱり多いので、その辺り、さっきの駆除とはまたちょっと違うかと思

うんですけども、外来種とはまたちょっと違うんですが、その方法をちょっと

明記しておくべきなのかなと思うんですけども。 

部会長    今日のこの話、その話を進めるためには、どの施策から突っ込んで考えられ
ますでしょうかっていう確認をさせてもらったほうがいいと思います。 

市職員    アライグマは生物多様性のほうに入ってくるとは思うんですけども、ハチ
は害虫駆除になってくるので。 

委員     ３番やろ。 

市職員    「環境保全」の３番のところに騒音とかもあるんですけど、その中には今お
っしゃったようなハエやカやスズメバチも中入ってまして、結構スズメバチ、

ハチは多いんです。苦情として寄せられることっていうのが多くて。こっちの

ほうで今は対応させてもらってるという形になってます。  アライグマはおっしゃったようにめちゃくちゃ臭いし、天井を抜けてくる
みたいな話もあったりとかあって、環境だけではなくて、農政課と一緒になっ

て。害獣駆除のほうで、どっちかっていったら今、アライグマは対応させても

らってる。ペットで飼ってる人が、初めそうやったかもしれませんけど、もう

ほとんどおられないので、どっちかいうたら害獣駆除のほうで対応、イノシシ

とかと一緒な感じで。 

委員     イノシシ、害獣。 

市職員    害獣というか、イノシシ、それか場合によっては。 

部会長    今、確認させていただいたのは、例えば 48ページの３の３のところに入り

ますわっていう話ですよ。ところが、書いてあるのが公害防止と環境保全しか

書いてないので、じゃあそのスズメバチ駆除とか、そういう健康被害みたいな

問題に対して対応しますというのが、一文ここに、もう１つの丸が付いている

と、より分かりやすくなるかなということですよね。 

委員     害獣という、イノシシとかアライグマって、それは市の駆除するやり方、猟
友会に言うてはどうですか。それ、プロシージャーはできてるんですね。スズ

メバチについては、市の管理地だったら市がやるけど、個人の家の場合には自

分でやってくださいと。だから業者紹介しますって。ほかの市では自宅の、自

分の家でも市が駆除しますっていうのを、それはたぶん市民の生活の安全を
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市が考えて。そういう市もあるけど宝塚市はやってない。そういう現状は、ま

ったく仕組みがないわけじゃなくてやってるんだけど、それが十分かどうか

という話。そういう、今おっしゃったようにここに書いてもらえれば、その検

討ができる。 

市職員    害虫 110番のところで実際にはもうやってもらってますので。 

市職員    すいません、今の害虫の話なんですけども、ハチについては今の５番目の
「都市美化・環境衛生」のところの裏面のほうなんですけど、52ページの（２）

の２つ目の丸ですね。「害虫発生の未然防止を図ります」という形で対応させ

てもらってるところなんです。今さっき言いました、アライグマについてはち

ょっと鳥獣のほうになるので、農政との対応になってくると思います。 

部会長    ほか、いかがでしょう。はい、どうぞ。 

委員     ３番の「環境保全」のところなんですけどね。１番の「温室効果ガス排出量
の削減」というところなんですけど、これはそもそもあれですかね、宝塚市の

ということですか。 

市職員    市域での温室効果ガスを。 

委員     市のっていうことなんですね。 

市職員    われわれのほうでも。 

委員     は、減少していってると。 

市職員    はい。少しずつ減少はしていってるということです。 

委員     そこの、現状と課題のほうの１番の文章なんですけど、「また」のあとなん
ですけど、再生可能エネルギーが目標に対して現状値が低くと、目標達成困難

な状況になってますということが現状ではあるんでしょうけど、ほかのとこ

ろも見てますと、やっぱりそうは言うもののというところで、地球温暖化の防

止に向けてはやっぱりここは大事ですよと。再生可能エネルギーの導入を推

進しますというようなところは、なんか諦めたような状況で終わってるのか

なというのをすごく感じて。  ほかのところの文章とかを見てても、そういう課題はあるものの、いろんな
こういう状況があるので取り組んでいきますというような文章にほとんどが

なってるのかなというところもあって、そういう文章に書いたほうが、ちょっ

と付け加えてもらったりしたほうが前向きな文章としてなるのかなと思うと

ころですね。 

部会長    ほか、いかがでしょうか。さまざまご意見差し上げましたけども、内容的に
というよりも、少し工夫をして記述をしていただいたほうがより伝わりやす

いしということだと思いますので、その辺り、また工夫をお願いできればなと

いうふうに思います。  あと、これ、後期の基本計画作りのところでなんとかならないかなと私が思
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っているのが、どうも環境基本計画の柱の立て方と、この章の柱の立て方がや

っぱり違いますよね。各論になってくるとどうしても担当者とか、施策、事業

の分野で分かれちゃうので、そうするとたぶん、総合計画とつなごうと思った

ときにも、おそらく担当課もしんどくなってるんじゃないかなというふうに

思うんですね。  そうするとどこかでそのねじれを解消していくというか、つなげていくよ
うな、そんな工夫がないと、いつまでも各論になってくると担当者がはっきり

して施策、事業もはっきりするという話になってきたときに、つなぐとか、あ

るいは協働がせっかく基本計画では柱になってるにもかかわらず、それがい

ろんなところに分散してしまうとか、うまく書けないかなっていうような、ち

ょっともやもや感が私には残っているので、今度後期に入ったときに、どうい

う割り振りで書いたほうがいいのかなっていうことも、ちょっと検討しなが

ら５年間進めていただければありがたいなというふうに思います。それじゃ

あ環境の分野はこれでよろしいでしょうか。 

部会長    それでは続いて６章の「観光・産業・文化」に入らせていただきたいと思い
ます。ここ、いろんなものが相互に関連してるところで、どういうつくりで議

論をしていただいたらいいのかなと、私も事務局もちょっと悩んでたんです

けど、ちょっと飛びますけども、53ページ、１の「観光」と、61ページの５

の「文化・国際交流」が、ある意味近いのかなというふうに思いますので、ま

ずこの１の「観光」と、「文化・国際交流」と束ねてやらせていただいて、あ

とで２、３、４を束ねさせていただければなというふうに思っておりますので。 

市職員    （市担当説明） 

部会長    ありがとうごいます。それでは委員の皆さんからご意見等ございましたら。 
委員     すいません、「観光」のところなんですけれども、施策の（２）のところ、

２番目「観光情報（資源）の積極的な発信に取り組みます」って書いてらっし

ゃるんですけれども、今、埋もれた観光資源というのが、例えば県道の生瀬線、

温泉街の、宝塚温泉からずっと生瀬に沿っていく県道沿いに、丁字ヶ滝ってい

うところがあるんですけれども、地図には載っているんですけれども、実はつ

い最近まで、もう木で覆われちゃって中には入れなかったんですが、実は地元

の自治会の方がそこを切り開いて、看板まで丁字ヶ滝っていうような看板ま

でしてて、観光地を愛する会みたいなのを立ち上げて、そういうことをやっぱ

り発信されているんですね。  すごく今、きれいに自分たちで本当に整備されて、中に本当に滝がちゃんと
見えるようになってるんです。昔は本当にそんな丁字ヶ滝っていうのはすご

く立派な観光資源だったみたいで、皆さん訪れた方が楽しまれてたっていう

ところなんですね。そういう観光資源を、今、市民の方が本当に自分たちのま
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ちの魅力を発信されている方がたくさんいらっしゃるので、やはりさっき先

生もおっしゃっていたように、やっぱり協働っていう文字が、全然ここのペー

ジにも見当たらないので、やっぱり市民と一緒に発信していくっていう、何か

そういう文章というか、そういうのが含まれたらいいかなと思います。 

部会長    今もやられていることもたくさんあると思うので、「協働」とか「市民と共
に」という文章を、一文入れるだけでイメージが違うし、市民側も、いやいや、

市役所がやってくださいみたいな、私たちも一緒にやるんだよっていう意識

づけになるかなと。またご検討いただければと。 

市職員    市民ボランティアの方とかいろいろ活躍はいただいているんですけれども、
おっしゃっている地元の方が、一番地元のことをご存じですから、そういうネ

ットワークというのは大事にしていきたい。 

委員     みたい・みせたいネットワークっていうのも、こういうのも立ち上がって、
皆さんここにどんどん自分たちで撮った景観のビデオとか、そういうのを

YouTube とかで上げていきましょうというような、今、ちょっと活動もみん

な広めていこうとされているので、すごく本当に市民の方が、自分たちのまち

の魅力をということを、頑張って。 

市職員    ちょっと観光というところから外れますけれども、委員はよくご存じです
けど、塔の町自治会のご縁で、小林聖心はなかなか地元の方でも足が踏み入れ

られなくなっている。そこで、地元の方のご協力をいただきながら、地元の方

から、校内に行ってもらって、それを広く市民にオープンにしていったことも

あります。そういったことを考えていきたいと思います。 

部会長    ありがとうございます。ほかいかがでしょうか。はい、どうぞ。 

委員     「観光」のほうなんですけれども、「観光」の３のところで、施策、それか
ら指標のほうで持続可能な、で、観光振興とまとめてくださってるんですけれ

ども、同じく３の、現状のほうでせっかく地域内で人と金が循環する仕組みっ

ていうことをうたっているわけなので、ちょっと変な例えなんですけれども、

たまたまワイドショーか何かを見ていたときに、浅草の近所で、まさにコロナ

の中で新しく開店したチベットかどこかご出身の人が開いたおすし屋さんが、

苦境にあえいでいるんだけど。見られました。 

委員     見ました。 

委員     苦境にあえいでいるけども、なんとか首つないでいけてるのは来ない観光
客じゃなくて、地元のリピーターが、本当に常連さんが来てくれて、支えてく

れてて、赤字だけどもなんとかやってるんですみたいな話があったんですね。  だからやっぱり宝塚の人が宝塚のことをもっと知って、観光っていう形、違
う形はあると思うんですけれども、中でもっと楽しむような、住んでいるわれ

われが楽しめる、そういう場づくり、環境整備っていったところの要素を、こ
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ちらの施策のほうでも、ちょっとそういう文言を入れていただけたらいいか

なと思うんですね。  やっぱりこの観光とか文化、芸術は、一番とはいいませんけど、やっぱりこ
のコロナの状況が一番影響が大きいんじゃないかなと思いますし、これから

またそれは議論していくことになるとは思うんですけれども、せっかく地域

内という言葉があるので、そういう要素を施策のほうにも反映させていただ

けたらなと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

市職員    ちょっと話題になりますけれども、今、「Go Toキャンペーン」がいろいろ

話題になってて、ご近所から遠方へっていうのがこれからの先になると思う

んですが、先日、宝塚ホテルの人とお会いすることがありまして、やっぱり歌

劇も休んでいますし、当初のスタートはなかなか伸びているとは言いがたい

状況でした。  ただ、特需というか、「Go To」は、市内の方でも泊まっていただければ「Go 

To」になるので、ご近所の方が泊まってこられているとか、意外と飲食のほう

は予算どおりいってますということをおっしゃってました。今だからこそで

きるということもあると思いますし、そういった部分もちょっと PRしていき

ながら、歌劇さんもなかなか敷居は高いとは思うんですけれども、この時期だ

からこそ、利用いただければと思っています。 

部会長    そういう話が、導ける話が、（３）番の施策の４つ目の丸ぐらいにもあった
らいいんじゃないですかといったのが先ほどの委員のご指摘ですよね。 

委員     はい。 

部会長    いわゆるマイクロツーリズムのような、地域の方々が地域を巡って、お金も
落としてもらえるような、それが結局持続可能な観光資源ということにつな

がるので、左側に書いてあるんだけども、右側の施策のほうにも入れといてく

ださいというお願いだと思いますので。無理なくいけるんじゃないかなと思

います。 

委員     今の（２）に関連するんですけど、積極的な発信に取り組む。もう１つ大事
なのは、資源を発掘するとか、見直すとか、それの利用方法、ハードとソフト

の分をもう一遍きちっと整理し直して、みんなが行きたくなるようなところ

をつくった上で、整理した上で発信するっていうのも、そこら辺が入ってない

なっていう気がして。  今、明智光秀でやってる道谷の、長谷のほうにお城が、城跡があって、明智
光秀の娘が住んでて、結構、悲劇があるんですね。あれが今年いいタイミング

だなと思うんだけど、あれは猪名川町はめちゃくちゃあれを利用して発信し

ています。登山道がここにあるとかね。歴史がこうだと。キャラクターつくっ

たり。宝塚市は何もやってないのでね。あそこにせっかく城跡があって、何も
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ない。道もつくってないし。 

そういう物語が、つまんないか知らんけど、もう一遍見直すところから始め

たほうがね。今あるものだけでなんとか発信するんじゃなくて、埋もれている

ものをもう一度見直す、その仕組みがあるでしょうけど、それを生かす方法な

んかを市と住民とでやれるところに整備していかないと、いつまでも歌劇と

お寺じゃ限界ですね。もっと隠れたものがいっぱいあるはずだから、という気

がします。 

部会長    （１）番のところの、１番の最初のタイトルがそれなんですよね。「地域資
源の磨き上げと掘り起こし」。でも、下を見るとそれがうまく生きてないんじ

ゃないのっていうご指摘かと思います。もう少し上のタイトルをストレート

にいけるような書きぶりが、下にもあったほうがいいですよということで。 

市職員    先ほどの委員のちょっと意に反するかもしれませんけど、（１）の３番目の
丸なんか、今、委員がおっしゃった、まさにいろいろな人が協働してコンテン

ツ開発をしたり、掘り起こしと磨き上げの中のベースとして、考え方としては、

委員がおっしゃったように、（１）でまず入れているつもりっていうか、理念

としては入れ込んでいるつもりで、おっしゃることはもうそのとおりです。 

部会長    と思って私も読んでみたんですけど、実は「コンテンツ」の説明がそうなっ
てないんです。だから、これちょっと蛇足になってないかなとか思うんですね。 

市職員    用語解説を入れると、用語の意味が狭くなり、いろんな意味で、ちょっと横
文字使っているときもあったので、幅広く、ちょっと意味合いとして取りたい

なっていうときはあるにはあったので、用語解説をもう少し幅広で書かせて

もらったらいいのかなとは思います。 

部会長    そうですね。それで、この説明文を工夫すれば、今の話は入れられると思い
ますので。 

委員     やっぱり総合計画、行政が利用とするというのは、市民が見て分かるかって
いう問題があるからね。市民が、知らない人が読んだときに、なるほどやるん

だなっていうのが分かるような表現にしてほしいですね。 

市職員    観光で合意形成というのが表に出てきますが、先ほどおっしゃった地元で
つくったからたくさん来てほしいっていって、たくさん来ていいのっていう、

オーバーツーリズムみたいな話にもなるので、情報発信は、ぜひ、したいので

すが、地域の方との協働であったり、合意形成、ご理解というのは、受け入れ

側で絶対要りますので、むちゃくちゃ来ても、むちゃくちゃ来だしたら、もう

来て要らんっていってももうそれ手遅れで、来だしたらもう止めどなく来ま

すので、その辺はちょっと難しいところは。他市の状況を見ているとあるには

あります。 

委員     ただやっぱりすごく埋もれているものが、今、おっしゃったように、本当に
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埋もれた資源というのがいっぱい、本当に、私たちの校区でもいっぱいあるん

ですね。滝だけでも本当に、この何カ月かで。 

委員     結構してはりますわ、それは。実際ちゃんと。 

委員     だから、そういうことをやっぱり、もうちょっと掘り起こして。 

委員     いや、だからさっきおっしゃってた、たぶんそこを PRし過ぎるとあまりに

も人が来すぎてっていう。前、本当、『めざましテレビ』でダリヤ園を、放送

されたんですね。そんならもうテレビの効果でどーっと来て、ダリヤ園が荒れ

果てたっていう。それで花が１つもないやんって。そんならもうみんなリピー

ターにならない。やっぱりそれで全然トイレもない、どこに車も、止めるとこ

ろもないっていう、すごいやっぱり受け入れ体制と、そこをしないと、やっぱ

り観光は、掘り起こしはみんなすごいやってはるんですけれども、それをどう

導いて情報発信していくか。  ただ、まち歩きだけやったら、まだいいんですけれども、コアメンバーで。
それを大々的に出すか、出せへんかっていうの、すごい、私、別に、やっぱり

観光を、そういうパンフレットをつくっているときのことを考えると、やっぱ

りちょっと難しい。需要と供給のバランスを考えなあかんかなっていう。 

市職員    その辺の思いが、ちょっと委員がおっしゃった、（３）とかの、「持続可能な
観光振興」というのは、ハードとソフト両方でちょっと要るので、卵と鶏が一

緒に育っていく環境が要りますので、持続可能な観光というのはほどほどに

来てほしいというわけにはいかないので、なかなか難しいところです。 

委員     具体論からすれば、これからはもうコロナの問題があるから、もう今までの
パターンの観光の組み立てができませんよね。新しい形を考えないと。 

市職員    でも、集合されて、山登られるとか廃線敷に行かれるときに、ご近所から、
「マスクしてないけどなんとかしてくれとかいう」電話もあります。マナーと

いうか、やっぱり運動される方はマスクを外されると思うんですけれども、集

まってる時間、ご近所にしてみたらやっぱりちょっと違和感、抵抗があるんで

しょうね。 

部会長    その辺りで言うと、あれですよね。だから難しいなと思うのは、指標が全て
数になってますよね。質を測ったほうが本当はそういうところはうまく取り

あえるんですけどね。その辺りが難しいなっていう気がしますね。 

委員     ちょっといいですか。 

部会長    どうぞ。 

委員     令和になったし、ちょうど 10年計画を新たに作るし、コロナの件もあるの

で、いい機会だなという意味で、観光客数についてより実態に即した把握がで

きないものでしょうか。 

委員     この辺は最初のワークショップで、相当熱のこもった論議がされました。ま
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たそれを見る機会がありましたら、ぜひ読んでもらって、かなり細かい話がも

うけんけんがくがく出ていました。面白かったです。 

部会長    なかなか入り込み客数って調査するのが難しいんでね。定義によっていろ
いろ変わってしまいますが、ちょっと先ほどの委員のお話を受けて、何を目指

していくんだろうか、それを実態として押さえるためにはどういう指標を押

さえていけばいいのかということをもう一度全体的にブラッシュアップとい

うか、考えていただければというご意見かと思いますけど。はい、どうぞ。 

委員     今の来場者数の話とも関連するんですけども、62の施策の、（１）の指標の

ところなんですけども、文化芸術センターができちゃったわけで、これをぜひ

有効活用していくというので、とても大事なものだと思うので、これをまず来

場者数、これは測っていきたいとは思うんですけども、ただもちろんあれが宝

塚市の文化芸術のいろんな意味での核になってこれから引っ張っていく、推

進していく大事なものだとは思うんですけれども、それだけじゃなくてやっ

ぱり従来の、例えば宝塚市文化財団が指定管理をしているいろんな施設のい

ろんな取組、ワークショップ、コンサート、芸術祭等々ですね、そういうもの

をずっとこれまでにも蓄積されていってるはずですし、そこは変な計算はし

てないと思うので、だからそういうところとの、一番上の丸にも書いてあるよ

うに、「文化芸術関係施設の有機的連携（協働）を推進する」っていうことで、

財団がやってきたこと、それから新しい指定管理の文化芸術センター、それも

有効に機能して、総体として宝塚の文化芸術は上がっていって、市民もみんな

楽しめるっていう状況になっていくことだろうと思うので、ここも文化芸術

センター、もちろんありきではあると思いますが、そこに加えて既存の文化施

設の利用率っていうのは下にありますけども、「来場者数」っていうことで言

うんであれば、ここにもそういうことも加えておいていただいたらなと思い

ます。 

市職員    事業の数となると、今年なら特にそうですけど、事業によってばらつきが出
ますので、ちょっとそれはどうかなと１つ疑問に思っています。それと、一番

上に文化芸術センターの、これはあえて「来場者数」としたのは、そういう意

味合いもございまして、展示施設もありますし公園もあります。そこにお越し

になる方をカウントする。仕方はいろいろあるとは思うのですが、あえてそこ

は「利用者数」ということじゃなくて、「来場者数」という形で表現をさせて

いただいています。  それと、センターができまして、手塚の記念館は直営ですけども、創造館は
財団がされています。今までも文化芸術の推進母体として市も一緒に続けて

きましたし、やはり財団と一緒にやっていくのが基本的にはこれからも事業

としては変わらないと思います。今もセンターの運営、新しい施設の運営にも
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積極的に関わっていただいていますので、文化芸術センターのほうの指標を

新しく作らせていただいたということにしております。 

部会長    私も、文化芸術センターは立ち上げのときから、ずっとお手伝いしています
けど、そういうコンセプトがちゃんと生きる形でカウントしていただいてい

るということが、もう少しみんなに理解してもらったほうがいいと思うんで

すよね。で、建物の中に入るんではなくて、あそこを例えば、南から北へ、北

から南へ抜け道としても使ってほしいというようなコンセプトもありました

よね。そうすると、そういう歩いてる人たちもカウントするんだと。公園に来

た人もカウントする。その人たちがやがては建物の中へ入ってくれるような

形のいざないみたいなものをあそこではもくろんでいるっていうことで言え

ば、先ほどのご説明っていうのは私はそのコンセプトが分かってるが故に、な

るほどなと、すとんと落ちるんですけど、そこをもう少し丁寧に伝えていただ

けるようにしていただければ、より説得力が付いてくると思うんですよ。 

市職員    分かりました。ありがとうございます。 

委員     関学の子どもたちの通学路はあそこを通るんちゃうんですか。 

市職員    はい、今、現に通られてます。 

委員     もう通ってますよね、あの公園の中をね。じゃあカウントされてる。通学路
になってる。 

部会長    そうやね。われわれも通学路に使ってほしいなということで、どうやってあ
そこ、ちゃんと通れるようにするかっていうデザインを一生懸命みんなで考

えましたので。 

委員     でも安全ですよね。道路側よりは、絶対にあの公園のほうが。 

市職員    そうですね、今までは細い市道沿いの、一段高いところですけど、歩道を歩
いてましたけど、手塚の南口から来る子どもさん、宝塚の駅から来る子どもさ

ん、手塚の玄関まで行ってしまえば、あとはもう学校までは危険にはさらされ

ず、公園の庭園の中を通っていただいて、マンションと市道の間の歩道を歩い

ていただける。つい、いつかな、学校を再開して１カ月後ぐらいのときから、

６月、７月ぐらいかな、通学路として使っていただいています。 

部会長    ちょっとかなり具体的な話になりますが、あそこは高低差がいろいろある
んでね、土地も建物も高低差があるんで、どのレベルでどうつないでいくかっ

ていうのが、かなり設計者と打ち合わせをして、調整はさせてもらったところ

なんですね。そういうものがちゃんと測れるっていう意味では、来場数ってい

うのは適切かなと私は思いますけど。 

市職員    （資料説明） 

部会長    ありがとうございます。何かご意見ございますでしょうか。いかがでしょう
か。 
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委員     「農業」のところなんですけど、１番目の後継者の確保は十分じゃないとい
う、農家数が減少というのと、例えば集落営農と組織数の関係というのはどう

なんですか。集落営農をやったら農家数は減少するのは当然ですよね。集落営

農を１とカウントするんかとなると、知らないですけども。 

市職員    ちょっと数のことは確認したいとは思いますが、この集落営農というのが
持続可能な農業に役立つのではないかというのは、ちょっと農政課で議論し

ているところでして、計画の中でも入れようとしているところなので、重要な

キーワードかなというぐらいは認識しておりますけど。 

部会長    その辺りが適切に分かるような数値、グラフがいいんじゃないでしょうか
っていうご指摘かと思うんですよね。そういう意味でいくと、国の農業施策も

最近は強い農業という言い方をしてますよね。みんなを支援していくのでは

なくて、やはり頑張れる人、頑張ろうとしている人、あるいは新しい方々の就

農支援をしたり、あるいはさっきの集落営農もそうですけど、個人の営農では

なくて、組織の営農に切り替えていこうっていう考え方ですよね。その辺りの

考え方が現状と課題の（１）番のところにもう少し出てきてもいいのかなと思

うんですね。  で、私がちょっと一番具体的に気になっているのは、次世代の担い手ってい
うことで書いてますけども、これはいわゆる世代継承みたいな話に見えちゃ

うので、そうじゃなくて新しい方で農業に参入したい人たちも含めた新しい

担い手みたいな話に変えていただいたほうが、より国の施策の方向とも合っ

てくるのかなと思うので、ちょっとこの辺りの書きぶりと、それを的確に表す

数値みたいなものを工夫をしていただければいいのかなと思います。はい、ど

うぞ。 

委員     すいません、植木産業なんかも農業に入るんですか。 

部会長    そうですね。 

市職員    入ります。 

委員     結構、自治体の、田んぼとかそういうのもあれですけど、この山本のほうの
植木産業の面積が減ってるっていう話は、これは戸数と人数ですけど、農地の

面積も確かに相当減ってると思うんで、それも１つの指標になるのかなと。も

う１つ話をすると、後継者とか農家数が減ったっていうそれだけじゃなくて、

植木のニーズがもう世の中変わってると。新しい団地なんかでは見越しの松

なんて売れんと。山の中の雑木をぽんと庭先に植えると。だから、木も従来の

高い木は売れないし、家の剪定なんかは仕事がないというような社会状況の

変化で、植木産業の状況が変わってきてるんですよね。それでやむを得ず、も

う生産しても意味ないということを耳にすることがあるんですけど、そこら

辺の農業って田んぼみたいな話だけに見えるんですけど、そういう植木産業
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っていうのも宝塚の特徴なんで、どっかにそういう、現状と課題って、あって

もいいんじゃないのかなと私は思いますけども、いかがですか。 

市職員    ちょっと、施策３本、立てさせていただいていますが、花卉植木っていうの
は宝塚の地場産業ですので、柱１本を増やすかどうか、だいぶ内部で議論しま

したけども、花卉植木の、今おっしゃったように農業に入るんですかっていう

のは、われわれは当然、農業に入るという前提の中で、この農業って書いてい

るところに今おっしゃった宝塚の特徴として西谷の農業、南部の都市農園、そ

れと地場産業である花卉植木、それを全て包含して、柱で書いている農業とい

うのに含んでいるというふうな結論に至りまして、今回ちょっと総計の中で

はさせていただきました。   農振計画の中では、かなりばらして書いているところはありますので、先ほ
どおっしゃった集落営農の話であったり、花卉植木のことであったり、担い手

不足というのは、土地を手放すことと、ちょっと同じ話になりますので、その

辺もちょっと課題として認識した上で、計画というのは作りかけてはおりま

す。 

部会長    ほか、いかがでしょうか。 

委員     「農業」の現状と課題の３、今さっきの環境のほうとのせめぎ合いという話
なんですけど、「農地の有する多面的機能」っていう、「多面的機能」っていう

のをもうちょっと明確に欄外でも結構なんで、しっかり書いていただけない

かなと。なぜかというと、多面的機能というふうに、圃場整備とかの部分で出

てきたら、必ず溝とかの強靱化というふうなほうばっかりに、保水力であると

か、そればっかりにいってしまうんで、今さっき言ってた生物多様性の部分も

多面的機能、癒やしとかそんなんも含めてですけども、それも含まれてるんで、

それを明記するっていうのはすごい大事ちゃうかなと僕は思います。多面的

機能の説明でいいと思います。 

部会長    ほか、いかがでしょうか。 

委員     もう１点あるんですけど、感染症の関係が２カ所、記述があるんですけど、
前回もお話ししたかもしれません、出たかなと思いますが、感染症の事象につ

いては、もっとこの基本的計画の頭のほうで論議をするか、盛り込んだらたぶ

んここだけじゃなくて、全部の項目に感染症の問題は、観光も含めて出てくる

と思うんで、ちょっとその辺をこれから頭で押さえるのか、各論の中に入れる

のかっていうのも一遍論議をし直したほうがいいんじゃないかなと思ってい

ます。ここに書いていることはそのとおりだから、内容的には問題ないんです

けど、どこに書くかという部分で。 

部会長    おそらく、先ほど市職員から、政策推進課からのお願いっていう話が出てき
たんですけど、たぶん全ての分野でお願いされてると思うんですよ。コロナ対
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策をどのような形でそれぞれの分野を受け止められますかっていう。で、先ほ

どの委員のお話で言うと、まずは大きなところで、その総論のところでしっか

り書いておいて、あとはそれぞれのところでしっかりと書けるところは書い

てもらうというような今、組み立てだと思うんですよね。ここだけがちょっと

特記されてるような印象がありますけども、逆にほかのところも書けるとこ

ろはしっかり書いてよっていうふうに持っていくのか、その辺りはまた先ほ

どお話しいただいたように全体会の中でちょっと議論を、われわれもさせて

もらえればなと思います。ほか、いかがでしょう。はい、どうぞ。 

委員     さっきのやっぱり２番の「商工業」のやつを活性化というか、売り上げの増
加が結局、４の「雇用・労働環境」にそのままミックスされるというか、やは

り宝塚においていろんな、今年度、年末までいろんな事業をやっていきはると

いうか、私も一生懸命、口コミで、PayPay、みんな登録してる。 とかって、
10万買うたら２万 5,000円が、国から補助が出るんやよとかって言うても、

年寄りに言うとやっぱりなかなかアプリが入れれないとか、ややこしいとか、

そういうの、９月の単月やからねとかって言うても、なかなかあれやという。  本当それをうまくやっぱり PR するということと、それでまた今度、10 月

１日から 10 月 10 日までプレミアム・すみれ商品券が、また応募が始まる。

ほんならそれも５万円商品券買うたら６万円相当の商品券が戻ってきて、そ

れが 12月末まで使える。やっぱりそれが事業者にとってのメリットというか、

宝塚市のほうに、宝塚の事業者さんを応援するキャンペーンが今年度ずっと

続いているのに、市民の方にも、ね、利用してもらうということをやっぱり、

私は一生懸命 PRしているんですが。  何が言いたいかというと、やはり本当に宝塚の大手の事業者さんはそれこ
そちょっと分からないですが、ちっちゃいところについてはもう本当、家賃が

かなり圧迫してて、なかなかそこの部分で家賃補助の国の助成を受けようと

思っても、それだけで、もういつまで続けれるか分からないっていうところも

ありますし、それでさっきおっしゃっていた有効求人倍率っていうところで

1.0を切るっていうたら、本当バブルがはじけたぐらいのときの雇用体制やと

思うので、それよりもっと逼迫してるかと思いますので、やはり雇用を生まな

結局お金の消費が生まれない、それになると宝塚のほうにお金が落ちないっ

ていう、すごく負のスパイラルが今、起きているっていうところで、やっぱり

なんとなくもう、私ら住民も含めた意識改革、会社の意識改革もそうなんです

が、住んでらっしゃる方の意識改革もしていかなあかんなっていうふうにす

ごく私自身は最近、生活しててそう思います。この、何か、内容には盛り込め

ないんですけども。 

部会長    いえ、私は盛り込んでほしいなと思うんですね。というのは、商業振興で商
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業者の方と、特に元気な商業者の方といろんなところで頑張るんですけど、５

年か 10 年かっていうことで、だんだん商業者の方が力尽きてくるんですね。

それはなんでかというと、自分は頑張っているんだけどそれが消費行動につ

ながらない。そうするとやっぱり商業者を元気づけるだけじゃなくて、一方で

消費者の意識変えていただかないとお金は落ちないんですよね。  そう考えたら、この 15ページの「消費生活」の中にも、やっぱり地元で買

い物しましょうとか、あなたの消費行動が地域の経済を支えているんですみ

たいな話が、そこにもやっぱり書いといてほしいし、一方で先ほどの２番の

「商工業」のところも、やっぱり消費行動を促すような施策と連携していくっ

ていう話は、これは盛り込んでおいてほしいんですね。それが連動してこそ初

めてお金が循環していくっていうことで。やはり一番の鍵は、消費行動を担っ

ている市民が本当は鍵握っているんです、いう辺りをもっとアピールしてほ

しいんですよ。そこ、ちょっと今のところに書き込んでほしいなと思います。 

市職員    古いキャッチですけど、お買い物は市内でという、古いキャッチコピーが今
まさに、そのとおりでして。自分のところのまちだけよかったらいいというわ

けじゃないんですけど、市民の方はどこのまちにもいらっしゃいますので、地

元の店を支えるっていう意識でお買い物していただく、まさに今そのタイミ

ングと思って発信はしていきたいなと思っています。 

部会長    ちょっと、消費行動じゃないんですけど、川西市で今、公共交通の利用を促
進するっていうことをやっているんですけど、川西能勢口から川西池田に行

くデッキがありますよね。あそこにバナーが付いているんですけど、なんて書

いてあるかっていうと、「あなたの行動が未来を決める」って書いてあるんで

すよ。今のあなたの交通行動がバスとかを存続させるかどうかを決めている

んだよ。だから今は車で運転できるかもしれないけど、今の行動が大事なんで

すっていう呼び掛けがあるんですね。それと同じだと思うんですよ。  特に郊外のニュータウンの中でどんどん身近な、歩いて行けるお店がなく
なっているっていうのは、それは自分たちの消費行動が起こしている部分も

あるので、そういうことも含めて、やっぱり消費行動を、あなたの未来をつく

っていくんだよっていうような呼び掛けっていうのは、ぜひともいろんなと

ころでやってほしいなと思いますけどね。それがちょっと促せるような書き

ぶりが商工業なんかでもあるといいかなというふうに思います。 

委員     ありがとうございます。まとめていただいて。 

部会長    いえいえ。 

委員     いつも途中までしか言えない。 

部会長    あとはいかがでしょうか。ちょっと私のほうから２点お願いしたいんです
けど、４番の「雇用・労働環境」の中なんですけどね。ちょっと私が今、個人
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的に思っているのが、雇われるっていう働き方ではなくて、自分で業をつくっ

ていく、仕事をつくっていくっていう人たちが増えていくはずだし、それが増

えないと、たぶん雇われるっていうだけではやっぱり限界がきているのかな

と思うんですね。「商工業」のところには起業を書いてあるんですけど、こう

いう「雇用・労働環境」のところももう少し、雇われるだけじゃなくて、あな

たが自分で仕事をつくり出すんだよっていうニュアンスももう少し書けない

かなというふうに思っています。それがここ 10年の１つの方向性として重要

だと思っていますので、そこら辺の書きぶりをもう少し充実させてほしいな

と思うのが１点ですね。  それともう１つが、２番のところのワーク・ライフ・バランスが、最近ワー
ク・ライフ・インテグレーションに進化していますよね。だからワークとライ

フは別々にあるんじゃなくて、ワークとライフが融合するっていう働き方、暮

らし方のほうが本当はいいんじゃないのっていうことですよね。そういうよ

うなところ、ワーク・ライフ・インテグレーションまで、この 10年で宝塚の

施策も進められるんであれば、もう一歩突っ込んでほしいなという気がする

んですけど。 

市職員    労働の審議会でそこまで話は至っておりませんので、ちょっと次回投げ掛
けてみたいと思います。ありがとうございます。 

部会長    もう１つは脱線話で私事になりますけども、この前うちの学生が、大学の先
生ってブラックですよねって言ったんですよね。で、今日も私、ここで働いて

るでしょう。で、土日もどっか行ってますでしょう。休みなんてないですやん

っていう話なんですよね。で、私が切り返したのは、それは義務としてやって

いるんじゃなくて、それは自分のやりことをやっているので、いくら労働時間

が長くなったとしても、それはストレスに感じてないから、それをブラックっ

て言われるとちょっと違うでっていう話をしたんですね。それがまさしくワ

ークとライフのインテグレーションなんですよ。  そういう新しい働き方、生き方みたいなものが出てくるし、それが自分で業
を起こしていくというか、仕事をつくっていくっていう意味でワーク・ライ

フ・インテグレーションにもつながってくるんじゃないかっていう思いがあ

るんですね。その辺り、仕事は、金稼ぐための仕事と生きがいとしての暮らし

っていうのがしばらくは分離していましたけど、それが重なっていくという

意味での新しい生き方・働き方・暮らし方みたいなものがどんどん出てきたら

いいなというような思いも込めて、ワーク・ライフ・バランスじゃなくてイン

テグレーションっていうところまで突っ込んでほしいなっていうのが個人的

な思いでもあるんですね。 

委員     それ、だから、いわゆる副業っていうのも、別に金もうけだけじゃなくて、



28 
 

結局トータルの労働時間になったら 10 時間、下手したら 20 時間とか働いて

るのもおるんやから、副業の勧めなんかみたいなのもあってもいいん違うか

な。 

部会長    特にそれが、サラリーマン都市として成長してきた宝塚の暮らし方、働き方
の根本論を考え直してほしいということにもつながるのかなというふうに思

いますよね。 

委員     副業の宝塚っていうのは。 

市職員    ちょっと先ほど部会長に言っていただきましたが、商工業の中ではかなり
起業とか創業、新しい分野への進出であったり、そのような、創造都市って謳

っていきますので、その辺はちょっと突っ込んで計画にも総計にも入れさせ

ていただいているつもりですが労働・雇用っていうとやっぱり雇う側と雇わ

れる側の課題解決みたいな、古くからの伝統を重んじて書いていますので、そ

こまでちょっと、新しい働き方の定着は入れさせていただいたんですけど、そ

こにどこまで含むかっていうようなことになるのかなと。副業であったりテ

レワークであったり、先ほど部会長がおっしゃった新しい、起業であったり、

そういったことが、新しい働き方って、コロナもありましたので、どこまで含

むかなっていうふうな感じかなと思います。 

部会長    ここのタイトルが「労働環境」ですからね。労働環境は誰かが整えてくれる
んじゃなくて、自分が整えていくんだっていうような、そういう発想もこれか

ら必要かなと思うんですね。だから、委員さんなんか自分で自分の労働環境を

つくり出して生きてきた人ですから。 

委員     生きてきた。サラリーマン生活、OL生活。やっぱり本当、雇用形態がたぶ

んこれから多様化していくんじゃないかなとすごい感じます。大阪で打ち合

わせしてても本当、大手のところがデスクシェアリングされてて、すてきなオ

フィスやなと私は思っちゃうんですけども、やっぱりそういう意味での、すご

く、働き方形態が、もう本当、リモートもあるし、いろんな形でやっていって、

で、逆にその部分で給与体系も変わっていくっていう、なんか本当、組織の中

でも変わっていくし、自分自身も、そしたらそっちのほうがええわというふう

に、転職して、自分、独立している人もいてはります。やっぱりこの機にいろ

いろ考える機会が増えているような気がしますね、本当。私はそれを感じます

ね。宝塚の人たちはどう思われるか分からないです。なんかやっぱりちょっと

閉鎖的な感じするから。ちょっと、すいません。 

部会長    うちの学生なんかを見てても、やっぱり元気な学生は就活しませんもんね。
もう１年生、２年生のころから起業を考えていますから。そういう時代ですよ

ね、若い子たちっていうのは。ほか、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。

かなりいろんなことを申し上げましたので、また、受け止められる範囲で結構
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ですので。 

市職員    それでよろしいでしょうか。 

部会長    はい。 

市職員    それではありがとうございます。 

部会長    市職員がずっとおられるとは限りませんので、あとの方に引き継ぎやすい
内容で。 

市職員    ありがとうございます。ではご意見として持って帰ります。ありがとうござ
います。 

市職員    ありがとうございます。 

部会長    では、どうもありがとうございました。 

事務局    先生、委員がもし何かあれば。 

委員     あ、委員。 

部会長    最後、振ります。委員、無理にとはいいませんけども、何か今までの話の中
でご意見等が何かあればお願いします。ミュートかかってます。委員、何かあ

りますでしょうか。 

委員     すいません、聞こえてました。 

部会長    はい。 

委員     すいません。働き方改革の話が出て、住んでいる場所がたぶんこれから職場
になるっていうところが増えてくると思うので、こういった委員会とかでも

Zoomとかで参加できる環境が整うと、より住みやすくなる人が多くなるのか

なっていうのと、職場は、住んでいるところが職場になると、その近くでやっ

ぱり買い物をしたりとか、いろんな、２次的なものが生まれると思うので、そ

ういうのを進めていただけたらうれしいなと思いました。 

部会長    ありがとうございます。私、ちょっといろんなところでお話しするときのネ
タで、今年の７月１日かな。Googleの新聞広告の話をさせてもらうんですね。

小さなビジネスがまちをつくる、やったかな。小さなビジネスをやっている人

たちがまちを面白くするし、まちを元気にしていくんだよっていうことを

Google 自ら言ってくださっていますので、宝塚もそうやってみんなで盛り上

げていけるような、そんなまちにぜひともしていただきたいなというふうに

期待しております。どうもありがとうございました。  それでは、今日は時間になりましたけれども、これで本日の審議は終了させ
ていただきたいと思います。その他で、まずは委員の皆さんからありますでし

ょうか。よろしいでしょうか。それでは事務局からその他についてご説明いた

だければと思います。よろしくお願いいたします。 
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３ その他 

事務局   次回、10月の 13日になります。１カ月ぐらい先ですけども。18時半から全

体会のほうを開催させていただきます。会場、ちょっと今、調整中にしており

ますので、またあらためて連絡させていただきます。次回の全体会につきまし

ては、本日いただいた各論についてまた庁内調整をしてからお示しさせてい

ただきたいと思っておるのと、あと序論、それから基本構想を今、中間答申い

ただいていますけども、そこも修正かけるところを調整する、見ていく。それ

から基本計画の総論ですね。先ほどコロナの話もありましたけども、そこでど

うされていくかっていう総論の部分についてご審議いただく予定ですので、

資料等はまたあらためて送らせていただきます。 


